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19. Sr2Nb207の逐次相転移の理論

西 俣 辰 男

Sr2N b20 7 の 単結 晶 は層状 横道 をな し, 1屑 に 4っの 酸 素八 両体 が 重 な るベ ロア ス カ イ ト系

醸 化 物 で 逐 次相 転移 を す る こ とが 知 られ て い る. ます 16151tとい う高 温 にTcが あ り. それ以

下 で は C軸 方向 に自発 分梅 が 発現 す る. 4 8 8Kに は整合 -不 盤 台 相 転移 が あ り. 6 0K以 下 まで

不整 合 相が 存 在 す る こ とが 確 認 され て い る. 117K以 下で は, C軸 だ けでな くさ らに b軸 方向 に

も弱 い 自発 分 極 が 現 れ る. この よ うな変 化 に とんだ 相 転移 槻 柿 の 解 明 は重 要 と思 われ る. そ こで 従

来 の 研 究 で は Sr2Nb207 の逐 次相 転移 を双 極 子相 互作 用 のみ で 説 明 しよ う と試 み たが, 本研 究

で は さ らに表 面 2D電 子論 を導 入 して 3っの 相 取持 を統 一的 に説 明 す る こ とを 目的 とす る.

ます 表 面 2D電 子 論 で あ るが, これ は強 誘 電 体物 質 の 表面 (C-domai∩)に中 和電 子が 下

記 の 中 細条 作 に したが って 2次 元 格子 を作 り, その 格 子 長 に よ って長 周期 不整 合 性 を決 定 す る とす

る もの で あ る.

DaXDbxPs=e た だ しDa, D bは電 子 格 子 の格 子 長, eは電 気素 量

Sr2Nb207の場 合 は上 式 よ りDa/ 2=8. 55-6. 65 【 A】 と, 実験 傾 8. 03 【A】

に よ く一 致 す る債 を得 る. またこ れ は N aN 0 2や Ii 2S e0 . にお い て も よい結 果 を得 てい る.

さ て, 下図 の b- C面 の 模 式図 にお いて, 1層 内 だ けの 双 梅 子 相 互作 用 によ るN b と0の 局 所喝

を計 界 す る とN bの 分 梅 が 実 際 の 自発 分 梅 の 方 向 と逆 の 方向 を向 く結 果 とな り非 常 に不 安定 で あ る.

しか しSr2Nb207 は酸 素が 余 分 につ くこ とに よ って層 状 捕 道 をな して い る と考 え られ るの で.

その酸 素 の 影 響 に よ り屑 の 中心 か ら左 右 方 向 にBias Fie1dが は た ら くと考 え る と安定 す
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る. 以 上 を前 提 と して Sr2Nb～07の 逐 次相 転 移 を定性 的 に

考 え る と. まず 1615Kの Tcで はエ ネ ル ギ ーの 増 加 に よ り表

面電 子 格 子 の 局 在が 破 れ敬 遠 す る こ とに よ って Ferroが 失 わ

れ る. 488Kにお いては電 子 格 子 の b軸 方 向 の 制 約 が 破 れ, a

軸 方 向 の 整 合が 観 潮 で きな くな る と考 え る. 117K以 下で は

電 子 格 子 も し くはBias Fie1dの 影 響 に よ り一 つ の屑 の

隣接 二 膚 の 分 梅 の 不均 一が 生 じ, 結 果 と して b軸 方 向 に弱 い 自発

分 極が 発 生 す る と考 え られ る.
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